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　平成26年
２０１4

災害救済ボランティアセンター主催で行われた池田町
消防団出初式時の炊き出し訓練（関連記事 ９ページ）

池田町はNPO法人
「日本で最も美しい村」
連合に加入しています

池田町はNPO法人
「日本で最も美しい村」
連合に加入しています

主な内容

北アルプス展望の里・花とハーブの里・あづみ野池田
「日本で最も美しい村」連合加盟
北アルプス展望の里・花とハーブの里・あづみ野池田
「日本で最も美しい村」連合加盟

北風の中、炊き出しを行いました
２月１７日から町県民税（住民税）の申告が始まります・・・2
知って納得！　土地利用計画 No.3
　建物の建築などの際に住民説明会が必要な場合があります・4
「日本で最も美しい村」通信  ・・・・・・・・・・・・・・・5
消防署だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
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※定められた日時に申告をしてください。（早朝は混み合う傾向にあります）

※所得税の還付申告は申告期間前から大町税務署（℡ 22-0410）で申告できます。

※期間中は職員が出払うため、役場１階税務窓口での申告の相談・受付はできません。

　町県民税（住民税）の申告相談を２月１７日から３月１７日まで開設します。印鑑、必要書類をご持参

の上、下記の日程にご来場ください。

　なお、申告が必要と思われる方には申告案内をお送りいたしますが、送付されない方でも申告が必要な

方はご来場ください。

２月１７日から

町県民税（住民税）の申告相談が始まります
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公的年金等受給者に係る確定申告不要制度について

復興特別所得税について

税務署からのお知らせ

　平成２６年１月１日に池田町にお住まいで、前年中（平成

２５年１月１日から１２月３１日まで）の所得が次の項目に

該当する方

○２ヶ所以上の事業所等から給与の支払を受けた方

○給与と年金など複数の所得があった方

○内職・家事手伝い・日雇い等、所得税の源泉徴収を受けな

かった方

○雑損控除・医療費控除・寄付金控除の各控除を受けようと

する方

○農業所得がある方（販売がある農家の方）

○年金所得者で、所得税の申告が不要の方のうち、町県民税

のための所得控除等が必要な方

○前年中に所得がなかった方のうち、同世帯内で税法上の扶

養にとられていない方（扶養にとられていない方で所得な

しの申告（ゼロ申告）をされていない場合、国民健康保険

税や国民年金掛金等の軽減措置が受けられません）

　東日本大震災からの復興を図る目的として、地方公共団体が実施

する防災のための施策に要する費用の財源を確保するため、臨時の

措置として、平成２６年度から平成３５年度までの１０年間に限り

町民税・県民税の均等割りの税率を、それぞれ年額５００円引き上

げることとなりました。変更の金額は右図のとおりです。

※県民税の均等割りには「長野県森林づくり県民税」として５００円が含まれています。

　平成 25 年分から平成 49 年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付をすること

とされています。復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則としてその年分の所得税額）に 2.1％の税率

をかけて計算した金額です。また、平成 25 年 1 月 1 日から平成 49 年 12 月 31 日までの間に生ずる所得について、源

泉所得税が徴収される場合には、復興特別所得税が併せて徴収されます。

　平成 23 年度分以降の各年において、公的年金等の収入金額が 400 万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所

得以外の所得金額が 20 万円以下である場合には、所得税の確定申告は必要ありません。

　ただし次の場合については、確定申告書を提出する必要があります。

　・所得税の還付を受ける

　・確定申告の提出が要件となっている控除（純損失や雑損失の繰越控除等）の適応を受ける

　詳しくは大町税務署（℡ 22-0410）にお問い合せください。

　※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。

○税務署で所得税の確定申告をされる方

○１ヶ所の事業所からの給与所得のみで年末調整を

済ませた方

○同世帯内で、税法上の扶養にとられている方

○年金所得のみの寡婦 ( 夫）控除対象者で、年金保

険者へ扶養控除申告書にて寡婦（夫）の申告をさ

れた方

○新築家屋等があり、平成２５年分から新規に住宅

ローン控除を申請される方

○土地や建物などの売買、株式の売買など分離課税

に係る所得の申告をされる方

平成26年度から町民税・県民税の均等割りの税額が変わります

【申告の必要な方】 【町の申告会場で申告する必要がない方】

【次の所得のある方、控除を受けようと
  する方は税務署へお出かけください】

問い合せ先　総務課課税係　℡62-3131

区　　分 引き上げ前の税率 引き上げ後の税率

町民税均等割 ３,０００円 ３,５００円

県民税均等割 １,５００円 ２,０００円

合 計 額 ４, ５００円 ５, ５００円
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前
回
ま
で
に
建
物
の
建
設
な
ど
に
は

事
前
に
申
請
が
必
要
な
こ
と
、
場
所
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
建
物
と
建
て
ら
れ

な
い
建
物
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。
今
回
は
住
民
説
明
会
が
必
要

な
場
合
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
発
事
業
事
前
協
議
等

　

建
物
の
建
設
な
ど
の
際
は
土
地
利

用
調
整
協
議
書
の
提
出
が
必
要
で
す

が
、
一
定
規
模
以
上
や
特
定
の
場
所
で

開
発
事
業
を
行
う
場
合
は
更
に
住
民
説

明
会
を
行
う
開
発
事
業
事
前
協
議
等
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
開
発
事
業
事
前
協
議
等
が
必
要

な
場
合
（
一
部
抜
粋
）

・
５
０
０
㎡
を
超
え
る
土
地
造
成
や
土

地
利
用
を
変
更
す
る
行
為
※
１

・
建
築
物
の
建
築
※
１

　
　

高
さ
13
ｍ
を
超
え
る
も
の

　
　

３
階
建
て
以
上
の
も
の

　
　

延
床
２
０
０
㎡
超
の
も
の

・
８
戸
以
上
の
集
合
住
宅

・
３
区
画
以
上
の
分
譲
住
宅
、
分
譲
地

・
高
さ
13
ｍ
を
超
え
る
工
作
物

・
吐
出
口
断
面
積
が
６
㎝

2

超
の
揚
水
機

で
地
下
水
を
採
取
す
る
行
為
※
１

・
屋
外
広
告
物
（
看
板
等
）
で
表
示
面

積
が
10
㎡
を
超
え
る
も
の

・
産
業
創
出
候
補
区
域
お
よ
び
里
山
空

間
保
全
・
活
用
地
域
で
の
開
発

・
用
途
基
準
表
上
△
区
分
の
地
域
お
よ

び
記
載
の
な
い
用
途

※
１　

自
己
用
で
通
年
住
居
す
る
た
め

　

の
戸
建
住
宅
は
対
象
外
で
す

○
手
続
き
概
要

　

開
発
事
業
事
前
協
議
が
必
要
と
さ
れ

た
場
合
は
次
の
手
続
き
（
概
要
）
が
必

要
で
す
。

①
開
発
事
業
事
前
協
議
書
の
提
出

　
（
計
画
の
審
査
）

　
　
　
　
　
　
　

←

②
住
民
説
明
会
の
開
催
お
よ
び
説
明
会

　

概
要
報
告
書
の
提
出

　
　
　
　
　
　
　

←

③
開
発
事
業
承
認
申
請
書
の
提
出

 

（
事
前
協
議
に
て
町
か
ら
の
指
導
と
住

　

民
説
明
会
の
結
果
等
を
加
味
し
た
計

　

画
に
つ
い
て
審
査
）

　
　
　
　
　
　
　

←

④
工
事
着
手
届
の
提
出
（
着
工
）

　
　
　
　
　
　
　

←

⑤
工
事
完
了
届
の
提
出
（
竣
工
）

　

事
前
協
議
書
の
提
出
①
か
ら
工
事
着

手
④
ま
で
２
カ
月
前
後
要
し
ま
す
。

○
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

説
明
会
開
催
後
に
町
民
等
の
皆
さ
ん

は
事
業
主
に
書
面
で
見
解
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。（
説
明
会

概
要
報
告
書
の
提
出
か
ら
21
日
の
間
）

　

意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
は
見

解
書
の
提
出
や
そ
の
縦
覧
（
公
開
）
期

間
な
ど
に
よ
り
協
議
の
期
間
が
数
週
間

延
長
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
住
民
説
明
会
が
必
要
な
の
？

　

も
し
、
何
も
知
ら
さ
れ
ず
ご
自
宅
の
隣

に
大
き
な
工
場
が
建
設
さ
れ
た
ら
恐
ら
く

不
安
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
説
明
の

な
い
開
発
は
反
対
運
動
な
ど
に
つ
な
が
り

良
好
な
関
係
を
築
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

建
設
の
前
か
ら
説
明
会
を
行
う
こ
と
に
よ

り
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
理
解
が
得
や
す
く

な
り
、
ま
た
頂
い
た
意
見
を
設
計
等
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

条
例
に
違
反
し
た
ら
？

　

条
例
に
従
っ
て
い
た
だ
け
な
い
事
業
者

等
に
対
し
て
「
氏
名
等
の
公
表
」
ま
た
「
町

は
事
業
者
に
対
し
協
力
し
な
い
」
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
せ
・
申
請
先

　
　
　
　
　

総
務
課
町
づ
く
り
推
進
係

　
　
　
　
　

℡
62
ー
３
１
２
９（
直
通
）

ひ

と

く

ち

メ

モ

知
っ
て
納
得
！
土
地
利
用
計
画
 No.3

「
池
田
町
の
土
地
利
用
及
び
開
発
指
導
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す

建
物
の
建
築
な
ど
の
際
に
住
民
説
明
会
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

建
物
の
建
築
な
ど
の
際
に
住
民
説
明
会
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
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消防署だより消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡62-0119北アルプス広域南部消防署　℡62-0119

消
火
器
の
正
し
い
取
り
扱
い

「日本で最も美しい村」通信 問い合せ先　総務課町づくり推進係
℡62-3129

「日本で最も美しい村」連合には54地域が加盟しています。その一部をご紹介します。

福島県　北
きたしおばらむら

塩原村　35

　北塩原村は、福島県の北西部に位置する人口

3,300 人の農業と観光の村です。

　気候は北日本型の積雪寒冷地帯で、地理的な

条件では、南東に磐梯山（1,819 ｍ）東に西大巓、

西吾妻山（2,035 ｍ）東大巓など吾妻連峰、南

に雄国山、西に高曽根山など山々に囲まれ、面

積の約 80% は山林が占めています。

　大塩・北山地区には、高曽根山に源を発する大塩川や三の森川の流域にほ場整備による田園風景が形成され、桧原・

裏磐梯地区は明治 21 年の磐梯山噴火により吾妻川・大川入川・小野川・中津川などが堰止められ、桧原湖、小野川湖、

秋元湖のほか、曽原湖、五色沼などの三百とも言われる湖沼群が生まれました。これにより、磐梯山をはじめとする

周囲の山々との美しい自然景観が創り出されました。

　豊かな自然景観と自然環境により、昭和 25 年国立公園に指定され、平成 22 年に指定 60 周年を迎えた福島県内有

数の観光地です。

　

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
消
火
器
は
あ

り
ま
す
か
。
消
火
器
の
使
い
方
を
正
し

く
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。　

　

備
え
て
あ
る
だ
け
で
は
安
心
で
き
ま

せ
ん
。
正
し
い
使
い
方
、
管
理
方
法
等

を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
の
使
い
方

①
黄
色
い
安
全
ピ
ン
を
上
に
抜
く

②
ホ
ー
ス
を
は
ず
し
火
元
へ
向
け
る

③
レ
バ
ー
を
強
く
握
る

　

消
火
時
の
動
作
は
わ
ず
か
３
つ
で
す
。

炎
や
煙
に
惑
わ
さ
れ
ず
燃
え
て
い
る
火

元
を
確
実
に
狙
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後

に
再
燃
防
止
の
為
、
水
を
か
け
て
火
種

を
絶
つ
こ
と
（
天
ぷ
ら
火
災
は
除
く
）

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

消
火
薬
剤
の
有
効
な
射
程
距
離
は
３

メ
ー
ト
ル
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
、
有
効
噴

射
時
間
は
粉
末
消
火
器
で
10
秒
か
ら
15

秒
程
度
で
す
。
熱
気
に
注
意
し
な
が
ら

ホ
ウ
キ
で
床
を
掃
く
よ
う
に
近
づ
い
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
か
な
か
消
火
で
き
ず
、
火
が
天

井
ま
で
達
し
て
し
ま
っ
た
ら
消
火
を

あ
き
ら
め
、
す
ぐ
に
避
難
し
躊
躇
せ
ず

１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

管
理
・
処
分
上
の
注
意
事
項

①
消
火
器
は
水
に
濡
れ
る
所
や
湿
気
の

多
い
場
所
に
は
置
か
な
い
こ
と
。

②
屋
外
に
置
く
場
合
は
格
納
箱
に
入
れ

る
こ
と
。

③
錆
び
つ
い
た
り
変
形
し
た
消
火
器
は

使
用
し
な
い
こ
と
。

④
一
般
の
金
属
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
廃
棄
す
る
場
合
は

専
門
業
者
に
依
頼
す
る
等
し
て
く
だ

さ
い
。



安  曇  養  護  学  校

　この他にも様々な製品を

作っています。校外販売を

行いますので、ご都合がつ

けば見に来てください。

○池田町総合福祉センター　午前10時から午後2時まで（14日のみ販売）

○コープながの安曇野豊科店　午前10時から午後4時まで

○堀金物産センター　午前9時から午後2時まで

校外販売　２月14日（金）・15日（土）

　安曇養護学校高等部では、様々な製品作りを通して働くこと

のよさを実感し、様々な社会参加のスキルを身につけ、卒業後

の豊かな生活につなげて欲しいと願って毎日90 分間の作業学

習を行っています。ですので生徒たちは、粘土で上手にお皿を作る技術を学んでいるのではありません。粘土で

上手にお皿を作ることができても、その技術そのものは卒業後の社会で役に立つ場面は少ないでしょう。では、

作業学習で何をねらうのか？　90分間立って作業し続ける忍耐力。道具を融通し合う助け合いの心。うまくい

かなくてもあきらめない粘り強さ。完成したときの喜び。買っていただいた人への感謝。まだまだあるでしょう

が、これらの力こそが社会に出たときに必要な力になっていくのではないかと考えています。

安曇養護学校高等部作業学習

力を入れてしっかり伸ばします。大きな丼を

作るときは特に力を入れて何度も伸ばします。

【
陶
芸
班
】

大
皿
（
丼
）

均一になるようにしっかり混ぜます。一日に

何回もやるので、腕も疲れます。たくさん売

れたときはとてもうれしいです。

【
家
庭
班
】

ク
ッ
キ
ー

一目ずつ丁寧に縫っていきます。革製品なの

で長く使ってもらえるように磨きまで時間を

かけて作ります。

【
レ
ザ
ー
班
】

小
銭
入
れ

10 段終わったところで正確に織れているか

確認をし、報告してから次へ進みます。

【
縫
製
班
】

エ
コ
バ
ッ
グ

曲線を切る事が難しく何度か失敗しましたが、

今ではスピードも上がって上手に切る事がで

きるようになりました。

【
木
工
班
】

鍋
敷
き

牛乳パックのラミネートを 1 枚 1 枚丁寧に

はがしていきます。毎日根気よく取り組んで

います。

【
ハ
ー
ブ
班
】

油
吸
い
取
り
紙

6
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◆
活
動
の
窓
◆

総
合
体
育
館
よ
り

　

平
成
25
年
度
の
新
池
田
学
問
所
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
各

種
講
座
の
レ
ポ
ー
ト
を
随
時
掲
載
し

ま
す
。

■
み
ら
い
塾

　

11
月
24
日
、
み
ら
い
塾
「
料
理
と

音
楽
と
語
ら
い
の
夕
べ
」
を
、
会
染

の
「
あ
・
う
ん
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

男
性
と
女
性
の
出
会
い
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
内
外
か
ら
36

名
の
男
女
が
訪
れ
ま
し
た
。
松
本
大

学
の
益
山
・
中
澤
両
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
、

牧
美
花
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー
ク
と
バ

イ
オ
リ
ン
を
聞
い
た
り
参
加
者
同
士

で
会
話
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
か
ら
は

楽
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
初
は
緊
張
し
た
様
子
の
参
加
者

も
、
最
後
の
方
で
は
異
性
と
楽
し
そ

う
に
会
話
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
知
り
合
っ
た
方
を
通
し
て
、

良
い
出
会
い
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
で
す
ね
。

■
い
け
だ
学
び
塾

　

11
月
28
日
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授

の
巣
山
靖
司
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
我
が
ふ
る
さ
と
池
田
と
我
が
友
を

語
る
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

巣
山
さ
ん
は
疎
開
で
少
年
〜
青
年

時
代
を
池
田
町
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

「
疎
開
し
た
際
に
北
ア
ル
プ
ス
を
見

た
光
景
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
戦
火
を
逃

れ
て
こ
こ
で
生
き
ら
れ
る
」
と
、
当

時
を
振
り
返
っ
て
涙
ま
じ
り
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
人
や
友
人
に
支
え
ら
れ
、

野
山
を
駆
け
巡
っ
た
少
年
時
代
の
経

験
が
、
そ
の
後
の
生
活
に
非
常
に
役

立
っ
た
。
子
ど
も
は
自
然
と
闘
争
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
時
の
数
々

の
経
験
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
勇

気
に
つ
な
が
り
、
精
神
的
な
安
定
も

生
む
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

経
験
に
基
づ
い
た
巣
山
さ
ん
の
理

路
整
然
と
し
た
内
容
に
、
参
加
者
た

ち
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

問
い
合
せ
先

池
田
町
公
民
館　

℡
62
ー
２
０
５
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
実
績
報
告

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
と
は

　

池
田
町
に
お
住
い
で
ス
ポ
ー
ツ

の
県
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
上
位
の
大
会

へ
出
場
す
る
方
等
を
対
象
に
報
奨

金
を
お
渡
し
す
る
制
度
で
す
。

●
第
18
回
北
信
越
高
等
学
校

　
　
　
　
　

新
人
陸
上
競
技
大
会

開
催
日

：

10
月
16
日
か
ら
27
日

場　

所

：

松
本
平
広
域
公
園
陸
上
競

　
　
　
　

技
場
（
松
本
市
）　

出
場
者

：

遠
藤
和
也
さ
ん（
4
丁
目
）

種　

目

：

５
０
０
０
ｍ
競
歩

結　

果

：

2
位

感
想
等

：

自
分
に
と
っ
て
初
と
な
る

北
信
越
で
し
た
が
、
県
大
会
か
ら

約
一
ヶ
月
で
向
上
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
、
落
ち
着
い
て
競
技
に

挑
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
4
位

以
内
を
目
標
と
決
め
て
い
た
の
で
、

達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
嬉

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
1
位
を
狙

う
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
部
分

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
競
歩
を

始
め
て
約
三
ヶ
月（
10
月
末
時
点
）

に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
来
れ

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
結
果
を
励
み
に
、
来
年
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
け
る
よ
う
、

さ
ら
に
強
い
選
手
に
な
り
た
い
で

す
。

熱心に話を聞く参加者の皆さん

会話が弾む参加者

●
第
1
回
全
国
シ
ニ
ア（
40
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
大
会

開
催
日

：

11
月
9
日
か
ら
11
日

場　

所

：

Ｊ
・
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
堺（
大
阪
府
）

出
場
者

：

フ
ッ
ト
サ
ル
安
曇
野
シ
ニ
ア

　
　
　
　

榎
本
拓
さ
ん
（
坂
下
）

結　

果

：

3
位

感
想
等

：

こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
を
目
標
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

ん
で
き
ま
し
た
が
、
3
位
と
い
う

結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

試
合
直
前
に
足
を
痛
め
た
り
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
万
全
で
な
か
っ

た
事
に
も
悔
い
が
残
り
ま
す
。
次

は
優
勝
で
き
る
様
に
努
力
を
し
て

全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
い
合
せ
先

　

総
合
体
育
館　

℡
62
ー
７
６
５
４
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高瀬中生徒人権作文で入賞

　12 月 6 日、高瀬中学校（中村一郎校長）で、県内中学生を対
象とした人権作文コンクール（長野県人権擁護委員連合会、長野
地方法務局共催）の表彰と感謝状の贈呈が行われました。
　表彰を受けたのは、大北地区大会において受賞をした高木咲実
さん（３年）。中学校へはコンクールへの取り組みに対する感謝
状が、応募された生徒の皆さんには記念品がそれぞれ贈呈されま
した。
　下段に高木さんの受賞作品を掲載します。

　

後
悔
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
二
年
生
の
と
き
の
こ
と
で
し

た
。
放
課
後
の
教
室
で
、
泣
い
て
い
る

子
が
い
ま
し
た
。
泣
か
せ
た
子
も
い
て
、

強
い
口
調
で
泣
い
て
い
る
子
を
追
い
詰

め
て
い
ま
し
た
。
一
部
始
終
を
見
て
い

た
私
は
、
ど
う
考
え
て
も
泣
か
せ
た
子

が
悪
い
と
思
っ
て
二
人
の
間
に
入
り
ま

し
た
。

「
も
う
や
め
な
よ
」

　

と
私
は
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
泣
か

せ
た
子
が
私
に

「
う
る
せ
ぇ
！　

あ
ん
た
に
は
関
係

ね
ー
だ
ろ
っ
！
」

　

と
言
い
ま
し
た
。
今
ま
で
誰
に
も

そ
ん
な
口
調
で
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
私
は
、
ひ
ど
く
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
、
私
は
そ
の
場
か
ら
逃
げ

だ
し
ま
し
た
。

　

昔
の
こ
と
な
の
に
ま
だ
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
は
っ
き
り
、
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。
ど
う
し
て
あ
の
時
私
に
も
関
係

あ
る
よ
っ
て
言
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
の
後
二
人
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
思
い
が
ぐ
る
ぐ
る
。
今
は
悪
口

を
言
わ
れ
て
も
平
気
な
振
り
を
し
て
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
。

　

嫌
な
こ
と
は
毎
日
あ
り
ま
す
。
嫌
い

な
人
と
う
わ
べ
だ
け
の
会
話
を
す
る
時
。

デ
リ
カ
シ
ー
の
な
い
言
葉
を
言
わ
れ
た

時
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
物
に
当
た
る
人
を

見
た
時
。

　

で
も
私
が
嫌
だ
と
感
じ
て
い
る
時
、

相
手
も
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
嫌
い
な
人
と
話
し
て
い
る
時
、

私
の
愛
想
笑
い
に
気
づ
い
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
デ
リ
カ
シ
ー
の
な
い
言
葉

を
私
も
発
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

物
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
私
が
顔

を
し
か
め
た
の
が
目
に
入
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

そ
う
考
え
る
と
あ
の
時
泣
か
せ
て
い

た
子
も
乱
暴
な
言
葉
を
私
に
ぶ
つ
け
る

だ
け
の
事
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
が
優
等
生
ぶ
っ
て
止
め
に
来
た

よ
う
に
感
じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
部
、
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
し
で

す
が
。

　

人
と
付
き
合
う
っ
て
こ
と
は
、
も
の

す
ご
く
複
雑
で
、
面
倒
で
、
難
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く
言
葉
が
伝

わ
ら
な
く
て
誤
解
さ
れ
た
り
、
言
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た

り
。
言
葉
は
一
度
口
に
出
し
た
ら
取
り

消
せ
ま
せ
ん
。
言
葉
だ
け
で
、
そ
の
人

の
本
質
を
え
ぐ
る
よ
う
に
傷
つ
け
る
こ

と
も
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
自
分
の

言
葉
に
責
任
を
持
た
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

十
五
歳
の
私
は
、
乱
暴
な
言
葉
に
少

し
慣
れ
ま
し
た
。
小
学
二
年
生
の
時
に

言
わ
れ
た
言
葉
に
、
今
な
ら
立
ち
向
か

え
ま
す
。
あ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク
は
今
も

私
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

乱
暴
な
言
葉
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い

い
の
か
疑
問
で
す
が
、
今
は
笑
っ
て
流

せ
ま
す
。

「
マ
ジ
あ
の
人
死
ん
で
欲
し
い
ん
で
す

け
ど
」

「
ア
ハ
ハ
」

　

も
ち
ろ
ん
愛
想
笑
い
で
、
本
当
は
嫌

で
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
い
冗
談

だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
嫌
で
す
。
自
分

は
絶
対
に
使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

言
葉
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
も
、

幸
せ
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
で
も

使
い
方
次
第
で
、
人
を
傷
つ
け
る
こ
と

も
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
の
意
識
を

持
っ
て
、
生

活
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。　

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
優
秀
作
品

　

言　
　

葉

　
　
　
　
　

高
瀬
中
学
校　

三
年

　
　
　
　
　

高　

木　

咲　

実
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出 初 式 開 催 交通死亡事故ゼロ500日

　12 月 25 日、役場町長室にて池田町で交通死亡事故
が起きていない期間が 500 日に達したことを顕彰し、
長野県交通安全運動推進本部（本部長・阿部守一知事）
より賞状が伝達されました。
　500 日に達したのは 11 月 17 日。平成 26 年 6 月 5
日まで継続すると、700 日となります。
　池田町は県内 20 の町のうち、5 番目に長い死亡事
故ゼロを継続しています。

☆開館時間　火・・・・・・・・午後 １ 時～午後６時
　　　　　　水・木・金・・・・午前10時～午後６時
　　　　　　土・日・・・・・・午前10時～午後５時
☆２月の休館日 ‥‥‥‥‥‥ ３・10・17・24・25日

（25日は月末館内整理日です）

運命の子 トリソミー
短命という定めの男の子
を授かった家族の物語

松永正訓 著
（小学館）

　染色体の異常「トリソ
ミー」の乳児およびその
家族との出会いから現在
までを、小児外科医が丁
寧に描く。

翔ぶ少女　　　　原田マハ
終りの日々　　高橋たか子
秘密　　ケイト・モートン
GOSICK RED　  桜庭一樹
夢のなかの魚屋の地図　井上荒野
憲法と、生きる　東京新聞社会部
母という病　　　岡田尊司
だるまなんだ　　丸山誠司
鬼まつりの夜　　富安陽子
おにのパンツ　　鈴木博子

彼が通る不思議なコースを私も
　　　　　　　　白石一文
ぼくは戦争は大きらい
　　　　　　やなせたかし
路上のストライカー
　マイケル・ウィリアムズ
いすおばけ ぐるぐるんぼー
　　　　　　　　角野栄子
ねこまるせんせいとせつぶん
　　　　　　　　渡辺有一

その他の新着書

しあわせなワニくん
かんちがいレストラン

はたこうしろう 絵
神沢利子 作
（ポプラ社）

　日曜日、大すきなモモ
コさんにデートを断られ
たワニくんは…？勘違い
と思い込みがいっぱいの
ハッピーストーリー。

その峰の彼方
笹本稜平 著
（文藝春秋）

　孤高のクライマー・津
田悟は最難関である冬の
未踏ルートに単身で挑み
消息を絶った…。
　北米大陸最高峰・マッ
キンリーが舞台の本格山
岳小説。

☆浅原六朗文学講座開催☆
『中山晋平と　　　　
　童謡てるてる坊主』
日時：２月22日（土）
　　　　午後 1時 30 分
会場：２階児童図書室
講師：中山晋平記念館
　　　佐　藤　等　館長

☆工作教室　　　　　
『つくってかざろう！』
　　　　　　　開催☆
日時：２月23日（日）
　　　　午前10時 30分
会場：２階児童図書室
内容：児童図書室を
　　　　春にしましょう

○ 祝日特別開館のお知らせ ○
２月 11日（火）建国記念日

開館時間は午前10時から午後５時までです。どうぞご利用ください。

　1 月 19 日、高瀬中学校体育館を主会場に平成 26 年
池田町消防団出初式が開催されました。参加者は町消
防団、日赤奉仕団、自主防災会、女性団体連絡協議会
など 350 人ほど。
　式典後は会場を移し、分列行進を実施。消防団員の
他、自主防災会や保育園年長児からなる幼年消防隊も
加わり、盛大な行進を行いました。行進終了後はボラ
ンティアセンター主催の炊き出しによる豚汁とおにぎ
りが、参加者や見学者に振る舞われました。

新着 書ピッ クアップ
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平成 26年度自衛官等募集
募集種目 資　　　　　格 受付期間 試　　験　　日 合格発表 入　隊 待遇・その他

予備自衛官補

一　　般

18歳以上

　 34 歳未満の者 １月８日（水）～
　４月２日（水）

４月 11日（金） 　　
　　　 ～ 15日（火）
いずれか１日を指定

５月16日（金）

教育訓練
開始時期

７月以降

・所定の教育訓練を終了
　した後、予備自衛官と
　して任用

・教育訓練召集手当
　日額 7,900 円

予備自衛官補

技能

18歳以上で国家免許
資格等を有する者（資
格により 53 歳未満
～ 55歳未満の者）

問い合せ先　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所　℡ 0263-36-2787

4月号掲載短歌募集
　はがきに作品 1 点を記入

し、2 月末日までに投稿し

てください。対象は町内在

住の方のみです。作品には

①地区名②氏名③電話番号

④中学生以下の方は学校名

と学年を明記してください。

投稿多数の場合は、選者に

より選考（10 首以内）して掲

載します。なお、選者によ

り語句の訂正等をさせてい

ただく場合がありますので、

ご了承ください。

■あて先

　〒399-8696（住所不要）

　池田町役場総務課総務係

　℡ 62-3131

戸
を
く
れ
ば
登
校
の
子
等
畔
道
に
見
え
が
く
れ
す
る
朝
霧
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
刀
久
子
（
千
本
木
台
）

今
は
亡な

き
妻
と
歩
き
し
安
曇
野
の
山
を
眺
め
つ
暫
し
た
ゝ
ず
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
島　

進　

（
滝
の
台
）

な
に
も
の
か
に
追
は
る
る
ご
と
き
日
日
を
生
く
窓
の
陽
射
し
に
輝
る
冬
の
薔
薇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

暖
を
消
し
灯
と
も
し
を
消
せ
る
寒
の
夜よ

は半
気
の
し
ま
り
来
て
屋
組
み
鳴
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

黄
金
色
に
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
輝
け
る
亡と

も友
の
故
郷
小
布
施
に
憩
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

師し
わ
す走
月
野の

べ辺
に
灯ひ

は映
え
る
輝
く
町
道
ゆ
く
人
も
活か
く
き気
に
満み

ち
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

昭
夫
（
内　

鎌
）

孫
の
服
誕
生
祝
い
の
品
定
め
色
柄
数あ
ま
た多
心
迷
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
沢
初
恵
（
十
日
市
場
）

た
ぎ
る
湯
の
波は

立
ち
泡
立
ち
見
る
ご
と
き
世
柄
な
れ
ど
も
静
か
を
願
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

都
子
（
豊　

町
）

連
れ
添
い
て
六
十
年
が
過
ぎ
し
と
は
二
人
で
庭
の
千ち
く
さ草
を
刈
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
林　

一
郎
（
一
丁
目
）

年
の
瀬
に
飛
び
来
て
幹き

を
叩う

つ
ア
カ
ゲ
ラ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
の
ひ
び
き
に
吾
は
せ
か
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

　
　
　
　
　
　

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
首
。
掲
載
順
は
氏
名
五
十
音
順

　
　
　
　
　
　

※
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

＜介護料の支給＞

　自動車事故により「脳」「脊髄」「胸

腹部臓器」を損傷し、重い後遺障害

（自賠法施行令別表第一の第 1 級 1・

2 号、第 2 級 1・2 号に認定もしく

は該当）になられた方で、一定の要

件に該当し、介護を必要とする方に

対して介護料を支給します。

●支給額　特Ⅰ種 月額 下限額 68,440

円、上限額136,880円 /Ⅰ種 月額 下限

額 58,570 円、上限額 108,000 円 / Ⅱ種 

月額 下限額29,290円、上限額54,000円

　詳しくはお問い合せください。

【問】　独立行政法人自動車事故対

策機構（ＮＡＳＶＡ）長野支所　℡

026-480-0521

佐々木哲
てっぺい

平（一哲・麻衣子 / １丁目）

矢口　優
ゆ う と

翔　　（昌希・唯 / 吾妻町）

北川原　勝
まさる

　　（武・陳珮　/ 林中）

内山　壱
い ち と

翔（尚也・佐智子 / 吾妻町）

望月　美
み ゆ

結　　（淳平・浩美 / 内鎌）

小坂　十
じゅうぞう

三　　（茂登・愛美 / 有明）

南塚　宥
ゆう

　　  （司・佐江子/２丁目）

内山　優
ゆ う と

翔（浩児・智映実 / ３丁目）

宮田　莉
り と

冬　  （祥数・貴代/中之郷）

松澤　辰一郎　　97　　　３丁目

太田　憲佳　　　79　　　中木戸

中山　悌一郎　　82　　　３丁目

柴田　久子　　　94　　　中木戸

太田　貞　　　　91　　　十日市場

有川　正　　　　77　　　林　中

市川　治良　　　84　　　５丁目

飯島　龍兒　　　79　　　和　合

矢口　喜文　　　92　　　鵜　山

田中　勲　　　　76　　　林　中

小林　千代子　　94　　　５丁目

　　　　　  （12 月受付分　敬称略）



した人 など

●申込　最寄りの税理士事務所へ事

前に申し込んでください。

【問】　関東信越税理士会　大町支部

事務局　℡ 22-1611

　北アルプス広域連合では、平日夜

間に診察および電話相談を受け付け

いています。

●診察時間　月曜から土曜（祝日は

除く）午後 7 時から 9 時まで

●受付時間　午後 6 時 30 分から 8

時 45 分

●電話番号　℡ 62-6199

●場所　大町市大町 1601-2「フレン

ドプラザ大町」内（大町文化会館南隣）

【問】　北アルプス広域連合　総務課

総務係　℡ 22-6764

　独立行政法人自動車事故対策機構

（ＮＡＳＶＡ）では、国土交通省所

管として次の業務を行っています。

＜交通遺児等（育成資金）貸付＞

　保護者の方が自動車事故により死

亡または、重い後遺障害になった場

合で、かつ、生活が困窮である家庭

のお子さん（0 歳から中学校卒業ま

で）に対して、育成資金を無利子で

お貸ししています。

●貸付金額　はじめに一時金として

155,000 円 / 毎月 20,000 円 / 入学支

度金（小・中学校入学時）44,000 円
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　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学

校普通科および生涯学習通信講座の

生徒・受講者を募集しています。

●出願期間　高等学校普通科一般入

学　1月25日（土）から4月30日（水）

/ 生涯学習通信講座　通年申込受付

●その他　詳細についてはお問い合

せください。

【問・案内書請求】　ＮＨＫ学園　℡

042-572-3151　案内書請求フリーダ

イヤル　℡ 0120-06-8881

●入寮資格　長野県の出身者（男子）

で、平成 26 年に首都圏内の 4 年制

（医・歯・薬学も含）大学に入学を

予定している者。または長野県の出

身者（男子）で、首都圏の４年制（医・

歯・薬学も含）大学に在籍している者。

●募集人員　約 30 人

●毎月の寮費　平均 45,000 円（部

屋代、朝夕食費ほか電気代、水道料

など全ての共用費含む）

●入寮金　40,000 円

●入寮選考　2 月 1 日から 3 月末ま

で / 書類審査の後、面接、小論文

●所在地　東京都小金井市東町3-17-43

【問・入寮選願書用紙請求】信州学

生協会信濃寮　℡ 0422-26-1844

ホームページ

http://www.george24.com/～shinanor

　平成 26 年度長野県シニア大学大

北学部の学生を募集します。

●期間　2 年間

●講座回数・時間　年間 15 日間

午前 10 時から午後 3 時

●内容　高齢者福祉 / 健康と医療

/ 暮らしと法律 / 郷土の歴史・文化

/ 高齢者の社会参加 / 趣味の実技講

座（クラブ活動）等

●会場　大町合同庁舎

●おおむね 60 歳以上の方　50 人

（大北地域全域）

●受講料　年間 8,500 円

●入学案内の配付　総合福祉セン

ターやすらぎの郷 / 池田町公民館

/ 大町保健福祉事務所福祉課（大町

合同庁舎内）の窓口

●申込　入学願書を 2 月 28 日（金）

までに入学案内配布窓口に提出

【問】大町合同庁舎内　大町保健福祉

事務所　福祉課　℡ 23-6507/ 総合福

祉センターやすらぎの郷　℡ 61-5000

　関東信越税理士会大町支部では税

に関する無料相談を行います。

●日時　2 月 5 日（水）午前 9 時 30 

分から午後 4 時

●場所　各税理士事務所

●対象者　年金を受けている人 / 給

与所得者で医療費控除を受けようと

する人 / 年の途中で退職または就職

ＮＨＫ学園生徒募集のお知らせ

信州学生協会信濃寮
入寮生募集のお知らせ

交通遺児等（育成資金）貸付
介護料支給のご案内

北アルプス平日夜間小児科・
内科急病センターご案内

シニア大学大北学部生
募集のお知らせ

税理士による無料相談会

内　　　　　容 対象児・対象者 日　　　　　時 受　付　時　間

乳幼児

健診等

２か月児育児相談 平成 25年 12月生 ２月 24日（月） 午前 ９ 時 45分 ～ 10時 00分

４～５か月児健診 平成 25年９月・10月生 ２月 27日（木） 午後 １ 時 00分 ～ １ 時 15分

１歳３か月児育児学習会 平成 24年 11月生 ２月 ３ 日（月） 午前 ９ 時 45分 ～ 10時 00分

１歳６か月児健診 平成 24年７月・８月生 ２月 21日（金） 午後 １ 時 00分 ～ １ 時 15分

２歳児健診 平成 24年１月・２月生 ２月 ７ 日（金） 午後 １ 時 00分 ～ １ 時 15分

離乳食教室 平成25年５月・７月・９月生 ２月 20日（木） 午前 ９ 時 15分 ～ ９ 時 30分

赤ちゃんマッサージ １カ月健診終了後～７カ月くらいまで ２月10日（月）・24日（月） 午前10時 15分 ～10時 30分

予防接種 四種混合・三種混合 町から通知を受けた方 ２月 14日（金） 午後 ０ 時 45分 ～ １ 時 15分

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ 場所・連絡先 ： 保健センター　TEL. ６１－５０００
（お子さんの具合が悪くなった等、都合で来られない方は電話連絡をお願いします。）
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期　　日 医療機関名 電話番号

医　
　
　
　
　

科

２月 ２ 日（日）
内 はーぶの里診療所 ６２-０２１０
外 石曽根医院 ２２-０１４２

２月 ９ 日（日）
内 若林医院 ６２-２１０５
外 市立大町総合病院 ２２-０４１５

２月 11日（祝）
内 安曇総合病院 ６２-３１６６
外 安曇総合病院 ６２-３１６６

２月 16日（日）
内 吉村医院 ６１-５６６６
外 狩谷整形外科医院 ２２-７７８８

２月 23日（日）
内 はーぶの里診療所 ６２-０２１０
外 栗林医院 ２２-０３０５

 内＝内科　外＝外科
診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  
■歯　科　　午前９時　～　正午　(要事前連絡 )
■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯　
　

科

２月 ２ 日（日） 金子歯科医院 ２３-２２００
２月 ９ 日（日） 柏原歯科医院 ７１-１１８２
２月 11日（祝） 平林歯科医院 ２２-１１４９
２月 16日（日） いとう歯科医院 ６２-８８８０
２月 23日（日） 横澤歯科医院 ２２-１３４３

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬　
　
　

局

２月 ２ 日（日） スヤマ薬局あいそめ ６２-０２０８
２月 ９ 日（日） すみれ薬局 ８５-２０６１

２月 11日（祝）
キムラ薬局 ６２-５２１０
池田土屋薬局 ６１-５０２１
フロンティア薬局安曇野店 ６１-５５００

２月 16日（日） 松川とをしや薬局 ６１-１５２７
２月 23日（日） スヤマ薬局あいそめ ６２-０２０８

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください )

■上水道休日緊急当番店
期　日 店　名 電話番号

２月 １ 日（土） 建設設備 ６２-５５４５
２月 ２ 日（日） ㈲テクノ安曇野 090-7267-6923
２月 ８ 日（土） 稲洋水道㈱ 090-1200-9731
２月 ９ 日（日） ㈱クサダ 0263-48-3119
２月 11日（祝） ㈲信州保温 0263-72-2566
２月 15日（土） ㈲東設備 090-3083-3770
２月 16日（日） 小林設備 090-7213-7218
２月 22日（土） 池田商会 090-1057-5000
２月 23日（日） ㈲勝野設備工業所 ６２-６５００

■１月の主な行事
期　日 行　事　名

２月 ７ 日（金） 安曇養護　はるかぜ発表会
２月 14日（金） 安曇養護　校外販売　15日まで
２月 15日（土） 池田町公民館大会
２月 16日（日） 全町清掃デー
２月 17日（月） 住民税申告相談　３月 17日まで

■人の動き
１月１日現在　（　）内は前月比
●人　口　10,431 人（+7）
                男 4,998 人（+3）　女 5,433 人（+4）
●世帯数　3,921 世帯（+7）
※平成２４年７月９日の法改正により外国人数は上記人数に
　含まれるようになりました。

相　談　内　容 開催場所（受付・問い合わせ先） 開催日時
子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　ＤＶ相談

総
合
福
祉　
　

　

セ
ン
タ
ー
内

こども支援センター　　　　　  ℡ 61-5000

月曜日～金曜日

午前８時３０分
～

午後５時１５分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター  　　　　　　　　℡ 61-5000

高齢者総合相談（介護・虐待・成年後見・その他） 地域包括支援センター　　　　  ℡ 61-5000
※時間外及び休日等は役場  ℡ 62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談 障がい者虐待防止センター　 　 ℡ 61-5000
※時間外及び休日等は役場  ℡ 62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター（福祉係）　    ℡ 61-5000

大北圏域障害者総合支援センター　　  ℡ 26-3855
こども教育相談室 教育会館 　　　　　　　　　　　　　 ℡ 61-1430
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係　　　  ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話  ℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）

精神保健福祉相談 大町保健福祉事務所  健康づくり支援課  ℡ 23-6526 ２月２０日（木）
午後２時～５時　要予約

行政相談 池田町福祉会館　静養室２　　　　　  ℡ 62-3131 ２月１９日（水）
午前９時～正午

■各種相談窓口
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■２月の納税等
国民健康保険税　（第８期）　　　　【納期限２月 28 日】
後期高齢者医療保険料　（第８期）　【　 同　　  上　 】
※口座振替は２月 28日（金）です。
　口座振替の方は前日までに残高の確認をお願いします。
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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